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といわれる sense of coherence(SOC)について 3 項目版 SOC スケール SOC3-UTHS、②主要下
部尿路症状質問票、③夜間頻尿特異的 QOL 質問票、④日本語版便秘評価尺度（Constipation 
Assessment Scale ; CAS）Long Term 版、⑤自身の排泄に関する認識、日常生活の過ごし
方を設定し、2015 年 2～3 月に実施した。分析には SPSS を用い、記述統計とχ 2検定を行
った。SOC 下位概念について平均値により高群低群に分けて分析した。調査は聖隷クリス
トファー大学倫理委員会の承認を得て行った（承認番号 14-088）。 
【結果】回収数 689人（回収率 72.3％）、有効回答 658人であった。対象者は 30歳代が 39.6％、
40 歳代が 34.6％、50 歳代が 19.8％、60 歳代が 4.6％であった。74.8％に出産経験があり、
1 日 30 分以上の軽く汗をかく運動を週 2 日以上、1 年以上実施している人は 12.8％いた。
①3 項目版 SOC スケール（Cronbach のα係数 0.998）SOC-UTHS 得点は平均 8.9±3.4（処理
可能感 3.0±1.3、有意味感 2.8±1.2、把握可能感 3.1±1.2）であった。②症状の多い順
に昼間頻尿 39.8％、腹圧性尿失禁 39.4％、尿意切迫感 34.5％、夜間頻尿 28.7％であった。
夜間頻尿のみ、処理可能感が有意に低かった（ p＜ 0.05）。③夜間、排尿のために起きた
37.5％のうち、56.6％は日常生活に支障があり、把握可能感が有意に低かった（p＜0.05）。
④CAS 得点は平均 3.1±2.4 であり、時々またはいつも便秘気味は 50.6％、時々またはいつ
も下痢気味は 22.8％であった。⑤排泄の重要度は平均 4.7±3.1 であり、86.5％が重要で
あると認識していた。現在の排尿状況については 34.7％、排便状況については 42.6％に問
題があると認識しており、27.7％は仕事に支障があった。冷えを感じる部位について、足
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